
 

第 7 期 新宿区多文化共生まちづくり会議 ご意見のまとめ 

～テーマ「多文化共生の推進に向けた交流について」～ 

第 1 回から第 7 回までのご意見の中から、交流に関するご意見をまとめています。 

 これまでの意見を参考に「どんな交流がよいか」「効果的な情報提供は何か」「参加しやすくす

る方法は何か」など、ご意見をいただきたいと考えています。 

 

 

 

01 日本人と外国人が様々な活動やイベントを一緒にやると仲よくなる。文化や言葉の壁も減ると思う。 

02 日本人と外国人の子どもが仲よくなって、お互いに理解し合うことをやりたい。 

 

 

 

03 交流はイベントだけでなく、様々な機会があると思う。 

（例：清掃活動、見守り活動、防災訓練 等） 

04 日本人が外国の文化に触れる機会がもっとあるとよいと思う。 

05 留学生は日本の文化をもっと体験することが大切。 

06 日本語学校で社会科見学のようなことをやるとよいと思う。 

 

交流の事例 

07 外国人が地域の活動に参加している。 

・餅つき ・盆踊り  ・清掃活動 ・箱根山駅伝 ・大久保まつり 

・地域センターまつり ・新大久保インターフェス ・子ども祭り、 

・はたちのつどい   ・新宿未来創造財団「ひなまつり」 

08 日本人が外国の文化を体験している。 

   ・韓服の試着とパレード 

・ネパールやミャンマーフェスティバル 

・料理講座 ・外国の遊び体験 

09 日本人と外国人の交流の場がある。 

   ・交流スペース ・交流カフェ ・大久保図書館（外国語の読み聞かせ） 

・しんじゅく多文化共生プラザ  

 

ボランティア 

10 留学生はボランティア活動に興味がある。 

11 町会の清掃活動に日本語学校がボランティア参加している。 

まじめな生徒もいるが、携帯をいじるなどマナーの悪い生徒もいる。 

12 ボランティアのネットワークがつくれたらよいと思う。 

13 日本に恩返しするために地域のボランティア活動をしている。 

 

◆具体的な交流の事例 

◆交流全般 

◆盆踊りで、交通整理の 
ボランティアを行う留学生 

どんな交流がよいか？  
参加しやすい交流は何か？ 



 

 

 

 

14 イベントの後に良かった点、改善すべき点をフィードバックするとよいと思う。 

15 外国人もイベントの運営に参加すると地域に溶け込める。（大久保まつり、新大久保インターフェス） 

16 大きなイベントだけでなく、小さなイベントを継続的にやってもいいと思う。 

17 小学校にイベントの案内に行ったが、町会が主催なら安心して行けるという話があった。 

18 子どもは、親や友達がイベントに行くと、一緒に行く。 

19 イベントに参加できない人がいる。（忙しい、他の予定がある）[課題] 

20 イベントは、関心の無い人にも振り向いてもらう必要がある。[課題] 

21 イベントをやっても、その後の交流につながらない。その後も何か一緒にできるとよい。[課題] 

 

 

 

ＳＮＳ 

22 外国人の参加者を増やすために、ＳＮＳなどを使うとよいと思う。 

23 若い世代はインスタグラムかＴｉｋＴｏｋを使っている。ミャンマー人はテレグラムを使っている。 

日本語学校 

24 日本語学校や専門学校などのメーリングリストを作って情報を発信するとよい。 

25 日本語学校から学生たちに情報を流すとよい。 

効果的な方法・課題 

26 参加したいレベル別（運営側として参加、お客として参加）で情報発信すると効果的と思う。 

27 情報は発信するだけでなく、どのように人へつなげていくかが大事である。 

28 情報を広めるためには、日本語学校や専門学校、町会・自治会、商店会などのネットワークが大事。 

29 チラシだけ配っても参加してもらえない。[課題] 

30 外国人はイベント情報になかなかたどり着けない。[課題] 

 

 

 

31 市民同士の交流の土台をしっかり作ることで、自治体レベルでの友好都市提携につながる。 

32 友好都市交流は青少年の刺激になり、将来の夢にもつながると思う。 

 

 

 

33 外国人の人数などの地域の状況によって、日本人と外国人との付き合い方も変わってくると思う。 

34 箪笥町地域のまち歩きや町会長たちの話からは、地域ごとに特性があることを強く感じた。 

35 新宿区にはいろんなまち、いろんな文化がある。新宿とはなかなか一言で表せないと改めて感じた。 

36 多文化共生のためには、外国人が町会に参加するように力をいれるとよい。 

37 地域には歴史、文化、魅力がある。そのうえで外国人が生活していて交流や共生ができている。 

38 新宿区は多文化共生のよいいモデルケースになると感じた。 

39 人と人とのつながりが希薄になっている。コミュニケーションを取るのが難しい時代になっている。[課題] 

◆交流に関する情報提供 

◆地域に関すること 

◆国際交流 

◆イベントの運営 

効果的な情報提供は何か？  

イベント運営の課題と解決方法は何か？  

資料２ 


